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光陰は人を待たず,私 も遂vC傘寿を越え,いよいよ快惚の境vc近づいて,ただラジオ ｡テレビを友

として寧 日を過 している｡偶々先日岡田久美子さんを通 じて編輯部か らの要請があったので,教養に

ついての一端を述べさせて貰うことvEした｡

古いことだが中央公論vC幸田文さんが書かれた ｢みそっかす｣の中vC露伴の母のことが出て来るが,

この女性は人間的器量の大きさで露伴をさ-凌ぐものを持 っておられたようである｡ この女性がどの

程度まで学問vC通 じさせざまを教養を積んでおられたかは明らかvcされていない｡ しかしその大器量

は学問や教養の程度を尋ね返す除を微塵も窺せていをい｡吾々は恐 らく遥かvC多 くの書を読み,高尚

を芸術に触れ,立派な思想を弁-ている筈である｡だが,果 して吾々がこの母vc対 し,吾々の知識や

思想を以 って対等vC太刀討できるであろうか｡吾々の読んだ書物,鑑賞した高尚を芸術,学んだ立派

な思想は,果 して吾々VCこの女性vc匹敵できる人間的器量を与えたであろうか｡ この様を比較は唐突

かも知れをい｡然 し,吾々はこの比較を真剣に考え,謂は 露ゞ伴の母を鏡として吾々の人間的価値を

反省 して見なければ在らないと思う｡万一吾々忙この女性と対等vC太刀討できる器量がをいことvc気

付く夜らば.吾々の教養が果 して吾々VC何を与えて来たかに想到 し,教養を積むことと,人間的器量

との繋少がどの様であるべきかを兄をければをら夜い｡

実篤の ｢五祖と六視｣とV,う戯曲を読むと薯能大師は無学文盲,一介の米抱き男vc過ぎをかった｡

彼は毎 日ただひたす ら米を抱くことvC余念がなかったが,或る日,五祖の一番弟子神秀の作 った ｢イBJ

を開き,忽ち-篇の偶を読んだ｡字が書け夜いから納所坊主vC書V,てもらったのである.この有名な

｢菩提はこれ樹vcあらず,明鏡はこれ台にあらず｣という偶が五祖の眼vC留9,禅宗六祖の衣鉢を伝

え られた｡広 く典肴に眼を曝 し.修業の極致に達 したかvC思われた神秀が何故六祖の衣鉢を受ける資

格がなく,無学文盲の米抱き男vE破れ去 ったか｡ここにも,露伴の母に就V,てと同様,吾々の深 く考

えるべき問題がある｡

かって新開vC関根秀雄さんが書かれた短い文章の中に,モノテエヌが リオンの市長に任命されたと

き, ｢市長に在ったからとV,って人間であることを止める必要はあるせvl｣と言 ったということが記

されていた｡学識豊かを大学者が教壇や学界では尊敬され,自他共vEその偉らさを疑はをいVEも拘ら

ず,自分の家庭vc例-ばお嬢さんが恋愛問題を起 したようを場合,どうvEも手の施しょうがをく,反

って夫^の方が立派vc問題を解決するようなことが,しば しばあるものであるが,これは学者が先づ

人間であることを忘れた為であると関根さんはモノテエヌの言葉を数行 しておられる. ここVCは,露

伴の母や悪能大師vCついて考えられる問題が更vc身近かな形で提起されている｡

｢ファウスト｣は一人の人間が疑い絶望し自殺さえ決意 Lをが ら世界をさまよい,幾多の迂路を経

て遂vC救われる物語りである.処が天上の序言中では,ファウストの救済が最初から約束されている｡

-エゲルの哲学は,神が自己を他在化 し,客観の裡忙自己を認識する過程であると喉-られる｡ とこ
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ろが,神は自己を認識するまでもをく最初から神である筈である.何故,救済が約束されているにも

拘 らずファウストは悲劇と呼ばれているか｡何故,神はわざわざ自己を認識 し浸ければをら友いのか,

ここVCも吾々の考えるべき問題がある.

教養とは決 して該博を知識でも,高尚を趣味でも,立派夜思想でもをい.まして.自由vC着たb脱

いだ9できる着物でもをい.人間の裡忙可能性として畢まれている固有の,美 しい,貴重を本質の形

成が教養であるOその限D,教養は思索や鑑賞で夜く.行為,活動,努力,闘いで夜ければをら夜い.

温室の中vC咲 く美 しくはあるが,ひよわを花であってはをら夜V)｡広い世間の舞台vC立って,あらゆ

る困難と卑俗さと醜さとvC挟まれ夜がら獲得される涙 と汗とvCまみれた筋金の通った金剛不壊の結晶

で夜ければ在らない｡ ｢人間 よ.人間らしくあれ｣とルノオが呼び, ｢自分自身を見失はをければど

んを生活を送 ってもよい.本来あるところのもので常にあればすべてを失 っても良vl｣とゲエテが言

ったのは,この意味であろう｡

爾来,教養の必要性を説 く声は喧 しく,教養を求める意欲はいよいよ広 く芽生え来ているが,思想

の混乱と不安定を世界情勢の中にあって,学問 ･教育vC携わり,教養を積もうと志すことにどの様夜

意義と日的 とがあらねば在らないか,それを吾々は今こそ真剣vc考えて見なければ夜ら夜いと思う｡

近 況 報

渡 辺 光

お茶の水地理の編集委員から近況を随筆風に書けという御依頼を受けました｡昭和 45年の退職以

来 も.私の主観 としては,特vE改まって御報告申し上げることもをV}程の凡凡たる月日を送っており

ましたが, 6年vE垂んとする歳月を経て顧みてみますと,当時と今とでは,か在り身辺の様子も違っ

ておるのVC気がつきました. しか し.この全期間の変化の過程を御報告申 し上げますと長 くなbます

ので,昭和 5O年vc限 D.それも学界vE関係のある生活の律動及び関連 した感想を書き綴ってみます｡

色 細々かいことはありましたが,私vCとっては次の 3つを挙げたいと思います｡まず 2月vEは,そ

れまで務めさせて載いた日本国際地図学会の会長を.もう一期続けるように御推戴をうけたことであ

bます｡ 又 4月 29日の天長の佳節vCは,学界人として大変名誉をことであbますが,日本地理学会

創立 50年を期 し,学会から名誉会員に選んで載V}たことであbます｡顧みてみますと,実際はさし

て功績があったわけでもをく.む しろ会から御世話にな9っばをLであ9ますが.恐 らくは.昭和48

年 9月2日VC満 70才vc達 したことと,会員歴46年余 Dという,物理的理由が会員の御目vcとまっ

た為 と思います｡いづれvC致 しましても大変有難い次第であbます0

最後の 1つは. 8月 18日から30日まで,カナダのバンクーバー市ブリティッシコロンビア大学

で開かれた太平洋学術会議vC出席 し,そこで昭和 46年以来, 9年間に亘って務めさせて載vlた太平

洋学術協会地理学委員会委員長の任か ら解放されたことであります｡ 私vE代 ってこれから委員長をや

って下さる方は,オーストラ.)了の国立大学 (カンベラ)のワー ド(Ward,A･D･)教授であ9

ます｡
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